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研究成果の概要（和文）：欲求の程度に応じて柔軟に行動を調整することは、ヒトを含む動物が備え持つ基本的
で重要な脳の仕組みである。この脳の仕組みを明らかとするために、平成２７－２９年度の３年間で研究を行っ
た。価値判断に中心的な役割を果たすと考えられている線条体から神経細胞活動データを記録し、次の二つの結
論を得た。
１．腹側線条体の活動は、背側線条体に比べて、短い潜時で強い価値の信号が観察された。
２．腹側線条体の活動が期待価値の信号を反映した一方で、背側線条体の活動は、期待価値を構成する報酬の確
率や価値を別々に反映した。今後、論文として成果を公表する。また、本研究の成果の一部として、３年間で合
計７本の論文を出版した。

研究成果の概要（英文）：The neuronal activity underlying the value-based decision makings depends on
 the satiety state of animals. I investigated the neural basis for this function during three years:
 H27-H29. I recorded the neuronal activity from the striatum, which are thought to play crucial 
roles in this process, and analyzed the data, that brought the following two conclusions.
First, neurons in the ventral striatum showed stronger value modulation with a shorter latency of 
their responses compared to dorsal striatum one.
Second neurons in the ventral striatum reflect expected values of rewards in contrast to the dorsal 
striatum neurons, which reflect probability or magnitudes of rewards, individually.I will publish 
this result soon, while I have seven publications as a part of this research project during the 
three years.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

欲求の程度に応じて柔軟に行動を調整す

ることは、ヒトを含む動物が備え持つ基

本的で重要な脳の仕組みである。この過

程には、視床下部と連絡を持つ、前頭葉

や大脳基底核、辺縁系などの複数の神経

回路が関わり、特に、価値判断の中心と

考えられる前頭眼窩野や腹内側前頭前野

が欲求の程度に応じて意志決定を調節す

ると考えられる。しかし、この欲求に応

じて価値判断を調節するメカニズムは明

らかではなかった。 

 

２．研究の目的 

価値判断が欲求の程度に応じて変化する

脳の仕組みを明らかとするために研究を

行った。動物の行動からサルの喉の渇き

の程度を客観的に評価し、神経生理学的

な手法を用いてマカクザルの線条体の活

動を記録することで、この目的を達成し

た。消費行動から社会行動まで種々の意

志決定の背景に潜むこの重要な問題を解

明するために研究を行った。 

 

３．研究の方法 

２頭の動物に価値を判断する課題を訓練

し、その行動課題を遂行中のサルの脳か

ら侵襲的に神経細胞活動の記録を行った。

具体的には、微小金属電極を脳内に刺入

することで、単一神経細胞の活動を記録

した。また、動物の行動から喉の渇きの

程度を客観的に評価することで、喉の渇

きに応じて変化する行動と脳の活動の関

係を、客観的に測定した。価値判断に関

わる脳活動の特性を明らかとするために、

取得した神経細胞活動データをプログラ

ミングを用いて解析した。 

 

４．研究成果 

主要な研究の結果についてその要約を述

べる。研究期間３年の間に、２頭の動物

の線条体から合計約４００個の神経細胞

活動を記録した。解析の結果、次の二つ

の結論を得た。 

１．下の図のように、腹側線条体の活動

は、背側線条体に比べて、短い潜時で（下

図１番目）強い価値の信号（下図２番目）

が観察された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの結果から欲求の信号を強く受け

取ると考えられる、腹側線条体が価値の

信号を備えていたことは、従来の仮説と

よく一致する結果であると考えられる。

現在、喉の渇きの程度に応じた価値信号

の活動の変化を検証しているところであ

る。 
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